
首都圏在住福島県出身若年層アンケート調査結果概要（速報）

○調査目的
首都圏に在住する福島県出身若年層を対象に、福島県から転出したタイミングやその理由、就職・転職の
意向などを調査し、現在の本県とのつながりや過去の県内での経験、Ｕターン意向、愛着度などの実態
把握を通じて、県内就職・転職及び定着を図る上での要件や課題を明らかにする。

○期 間：令和６年５月２４日（金）～令和６年６月２日（日）
○対 象：首都圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）在住で福島県出身の18歳以上35歳未満の男女
○調査方法：SNSを活用したインターネット調査
○回答件数：５１２件（うち男性：１１３件、女性３９９件）
○主な調査項目
１ 福島県からの転出経緯
２ 就職・転職活動に関する希望状況
３ Uターンの可能性とUターンに求める各種条件
４ 福島県に対するかかわりや愛着

回答者の基本情報

22.1

77.9

男性

女性

（％）

11.3

25.6

30.3

32.8 18歳～19歳

20歳～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

（％）

46.1

19.7

17.8

16.4
東京都

埼玉県

神奈川県

千葉県

（％）

＜回答者の男女内訳＞ ＜回答者の居住地内訳＞＜回答者の年齢内訳＞

1



１ 福島県からの転出経緯

2

①あなたが福島県を離れた最初のタイミングを教えてください。

○福島県を離れた最初のタイミングをみると、「進学」（64.5％）が最も多く、「実家の都合（引っ越し、
転勤等）」（12.3％）、「就職（初めての会社）」（10.0％）が続いた。

②あなたが福島県内で進学しなかった理由について、あてはまるものをすべてお選びください。

○福島県内で進学しなかった理由をみると、「福島県には進学を希望する学校がなかったから」（65.8％）
が最も多く、「都会で生活してみたかったから」（31.2％）、「親元を離れて暮らしたかったから」
（26.1％）が続いた。

64.5

12.3

10.0

4.7

4.3

1.6

1.6

1.2

進学

実家の都合（引っ越し、転勤等）

就職（初めての会社）

災害などによる避難

転職（起業、独立などを含む）

転勤・配置転換等

その他

結婚

65.8
31.2

26.1
24.2

20.9
5.5
5.2
3.3
1.2

福島県には進学を希望する学校がなかったから
都会で生活してみたかったから
親元を離れて暮らしたかったから

福島県以外の土地で生活したかったから
都会に出ると自分の将来が開けると思ったから

親や親族が勧めたから
特に理由はない

その他
仲の良い友人が地元を離れるから

（単一回答）

（複数回答）



3

①あなたは福島県内での就職・転職を検討したことがありますか。

○福島県内での就職・転職の検討の有無をみると、「検討したことがある」が43.4％、「検討したことはな
い」が56.6％となった。

43.4
56.6

検討したことがある 検討したことはない

（％）

２ 就職・転職活動に関する希望状況

（単一回答）



②あなたが福島県内での就職・転職を検討しなかった理由について、あてはまるものをすべてお選びくださ
い。※２ｰ①の問いに「検討したことはない」と答えた方が回答

○福島県内での就職・転職を検討しなかった理由をみると、「都市部と比べ給料が低そうだから」（26.6％）
が最も多く、「希望する就職先がないから」（21.7％）、「福島県から出たかったから」
（21.4％）が続いた。

26.6

21.7

21.4

17.6

16.2

15.9

14.5

14.1

11.4

10.3

10.3

6.2

6.2

4.8

3.4

3.1

1.0

都市部と比べ給料が低そうだから

希望する就職先がないから

福島県から出たかったから

進学したその地域で就職活動をしたから

希望する職種がないから

特に理由はない

実家・親元から離れたいから

首都圏にパートナーがいるから

希望するキャリア・スキルを身に付けられないから

大手・有名企業に勤めたかったから

地域にとらわれず働きたいから

県内企業を知らないから

都市部に比べ性別による固定的な役割分担意識が強そうだから

地元に友人が少ないから

育児とキャリアアップの両立が難しそうだから

その他

友人が県外に就職したから

２ 就職・転職活動に関する希望状況
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（複数回答）



２ 就職・転職活動に関する希望状況

③あなたが県内企業での就職・転職に至らなかった理由について、あてはまるものをすべてお選びください。
※２-①の問いに「検討したことがある」と答えた方が回答

○県内企業での就職・転職に至らなかった理由をみると、「都市部と比べ給料が低かったから」（28.4％）
が最も多く、「入社したい企業がなかったから」（27.9％）、「希望する職種の求人がなかったから」
（23.4％）が続いた。

28.4

27.9

23.4

21.2

18.0

14.4

10.8

9.9

2.3

1.4

1.4

都市部と比べ給料が低かったから

入社したい企業がなかったから

希望する職種の求人がなかったから

まだ検討で、現在就職・転職活動中

求人数が少なかったから

その他

採用されなかったから

キャリア・スキルを活かせる企業がなかったから

選考時の企業の対応が悪かったから

育児とキャリアアップを両立できる企業がなかったから

選考時に性別による差別的取扱いを受けたから

5

（複数回答）



２ 就職・転職活動に関する希望状況

④あなたが就職・転職先を選ぶ際に重視した（する）ポイントについて、あてはまるものを5つまでお選びくだ
さい。

○就職・転職先を選ぶ際に重視するポイントをみると、「給料が高い」（44.5％）が最も多く、「職場の雰
囲気が良さそう」（41.8％）、「福利厚生が充実している」（39.1％）が続いた。

44.5

41.8

39.1

37.3

30.7

29.7

21.9

20.7

19.7

18.9

18.6

16.2

13.5

10.9

10.5

8.0

4.1

0.8

給料が高い

職場の雰囲気が良さそう

福利厚生が充実している

自分のやりたい仕事ができる

休日や休暇が多い（産前産後休暇・育児休暇制度を除く）

残業や休日出勤がない

在宅勤務や時差出勤など柔軟な働き方ができる制度が充実している

やりがいや挑戦しがいのある仕事ができる

将来性・成長性がある

経営が安定している

自分のキャリア・スキルを活かせる

長く働き続けられる（終身雇用）

産前産後休暇・育児休暇制度が充実している

育児とキャリアアップの両立のための支援制度が充実している

研修や教育制度が充実している

特にない

知名度がある

その他
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（複数回答）



①あなたが将来、福島県に戻る可能性を教えてください。

○福島県へのUターンの可能性をみると、「戻る可能性がある」（「戻る可能性がある」「やや戻る可能性
がある」の合計）が25.2％、「どちらもといえない」が23.0％、「戻る可能性はない」（「あまり戻る可
能性はない」「戻る可能性はない」の合計）が51.8％となった。

9.8

15.4

23.026.0

25.8 戻る可能性がある

やや戻る可能性がある

どちらともいえない

あまり戻る可能性はない

戻る可能性はない

（％）

戻る可能性がある
２５.２％

３ 就職・転職活動に関する希望状況
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（単一回答）



②あなたが将来、福島県に戻るきっかけになると思うタイミングについて、あてはまるものをすべてお選く
ださい。 ※３-①の問いに「戻る（やや戻る）可能性がある」「どちらともいえない」と答えた方が回答

○将来、福島県にUターンするきっかけとなるタイミングをみると、「親や親族の介護が必要になったと
き」（42.9％）が最も多く、「親や親族が病気になったとき」（37.2％）、「首都圏での暮らしに疲れた
と感じたとき」（36.4％）が続いた。

42.9

37.2

36.4

28.3

18.6

15.4

13.0

12.6

11.3

8.9

8.5

4.0

親や親族の介護が必要になったとき

親や親族が病気になったとき

首都圏での暮らしに疲れたと感じたとき

転職や起業を考えたとき

やりたい仕事を見つけたとき（最初の就職）

地元が自分を必要としていると感じたとき

結婚するとき

子どもの教育環境を変えたくなったとき

子育てを始めるとき

わからない

家業を継ぐことになったとき

その他

３ 就職・転職活動に関する希望状況
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（複数回答）



③福島県に戻る際に、働く場所として企業に求める条件について、あてはまるものをすべてお選びください。
※３-①の問いに「戻る（やや戻る）可能性がある」「どちらともいえない」と答えた方が回答

○働く場所として福島県内企業に求める条件をみると、「残業や休日出勤など長時間労働が少ない」
（53.8％）が最も多く、「有給取得率が高い」（49.0％）、「時短勤務や在宅勤務、フレックスタイムなど
柔軟な働き方ができる」（48.6％）が続いた。

53.8

49.0

48.6

28.3

21.5

20.2

17.4

14.2

10.5

10.5

6.5

2.0

残業や休日出勤など長時間労働が少ない

有給取得率が高い

時短勤務や在宅勤務、フレックスタイムなど柔軟な働き方ができる

多様なキャリアコースがある（育児中のキャリア継続・転換等）

病気・不妊治療で休暇がとれる

教育訓練・研修制度が整っている

性別による固定的な役割分担意識が弱い又はない

男性の育休取得率が高い

特にない

キャリアコンサルティング制度が整っている

女性の管理職比率が高い

その他

３ 就職・転職活動に関する希望状況
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（複数回答）



④福島県に戻る際に、暮らす場所として地域に求める条件について、あてはまるものを5つまでお選びくださ
い。※3-①の問いに「戻る（やや戻る）可能性がある」「どちらともいえない」と答えた方が回答

○暮らす場所として福島県内の地域に求める条件をみると、「買い物が便利」（42.1％）が最も多く、「通
勤や通学など移動がしやすい」「治安がよい」（37.2％）が続いた。

42.1

37.2

37.2

30.8

28.3

27.5

20.6

19.8

19.4

19.0

19.0

17.8

16.6

16.6

14.2

13.0

9.3

4.9

0.8

買い物が便利

通勤や通学など移動がしやすい

治安がよい

子育てがしやすい

物価が安い

医療や福祉サービスが充実している

通信インフラが整っている

趣味活動がしやすい

自然環境や気候に恵まれている

教育環境が充実している

娯楽施設（映画館、遊園地等）が多い

食べ物がおいしい

街並みがよい

文化施設（図書館、美術館等）が充実している

首都圏の企業に勤めながら福島で暮らせる

地域の人とのつながりがある

特にない

祭りやイベントが多い

その他

３ 就職・転職活動に関する希望状況
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（複数回答）



⑤20～30代の若者の福島県へのUターンを促進するために、行政に期待する支援について、あてはまるもの
をすべてお選びください。

○若者の福島県へのUターン促進のために行政に期待する支援をみると、「引っ越し費用の支援」
（49.0％）が最も多く、「暮らしやすさの発信」（43.6％）、「公営住宅、定住住宅、家賃補助等」
（41.0％）が続いた。

49.0

43.6

41.0

35.4

30.1

26.6

25.2

23.4

19.3

17.0

16.8

13.3

1.4

引っ越し費用の支援

暮らしやすさの発信

公営住宅、定住住宅、家賃補助等

交通費補助

県内の就職・転職支援に関する情報提供

奨学金返還補助（免除）制度

首都圏でのUターン促進イベント開催

県内企業などに関する情報提供

特にない、わからない

資格取得などに対する支援

求人情報の収集に関する支援

県内企業の職場見学

その他

３ 就職・転職活動に関する希望状況
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（複数回答）



⑥若者の福島県での定住（5年以上住み続ける）を促進するために、行政に期待する支援について、あては
まるものをすべてお選びください。

○若者の福島県での定住（5年以上住み続ける）促進のために行政に期待する支援をみると、「子育て支援
（子ども医療費助成含む）」（54.5％）が最も多く、「公営住宅、定住住宅、家賃補助等」（44.3％）、
「宅地分譲・住宅建築への助成」（31.6％）が続いた。

54.5

44.3

31.6

27.9

27.3

22.1

21.5

20.3

18.8

12.3

10.9

6.3

1.0

子育て支援（子ども医療費助成含む）

公営住宅、定住住宅、家賃補助等

宅地分譲・住宅建築への助成

結婚助成金

空き家取得・改修費の助成

空き家・空き地情報の提供

無料職業紹介

特にない、わからない

起業支援

農林漁業への就業支援（研修制度、生活費支援等）

移住者交流会

オンライン婚活支援

その他

３ 就職・転職活動に関する希望状況
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（複数回答）



⑦若者の福島県への移住・定住を促進するために、地域や企業に必要だと思う取組みについて、あなたの考
えを教えてください。※あてはまるものを５つまでお選びください。

○若者の福島県への移住・定住促進のために地域や企業に必要な取組みをみると、「給料がよい就職先を増
やす」（53.7％）が最も多く、「働きたいと思える企業を増やす」（45.7％）、「首都圏での仕事を続け
ながら、福島県で暮らせるような環境整備」（30.7％）が続いた。

53.7

45.7

30.7

30.3

28.9

22.9

21.5

20.3

17.0

15.4

14.1

13.5

9.0

7.8

1.2

給料がよい就職先を増やす

働きたいと思える企業を増やす

首都圏での仕事を続けながら、福島県で暮らせるような環境整備

女性・若者が楽しめる場所や施設を増やす

地域経済の活性化

首都圏で暮らしながら、福島県内の企業で仕事を続けられるような環境整備

移住者をあたたかく受け入れる風土の醸成

希望する職種に就くことが可能なマッチング支援

女性・若者のチャレンジを応援する風土の醸成

政策に女性・若者の声を反映させる

特にない、わからない

職場や家庭・地域の性別による固定的役割分担意識をなくす

結婚したいと思える福島県の人と出会う機会を設ける

政治や経済の場面で活躍する女性・若者を増やす

その他

３ 就職・転職活動に関する希望状況
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（複数回答）



①福島県に関する情報収集の頻度を教えてください。

○福島県に関する情報収集の頻度をみると、「情報収集はしていない」（55.7％）が最も多く、「月に数回
程度」（17.2％）、「年に数回程度」（14.5％）が続いた。

55.7
17.2

14.5

9.0

3.7

情報収集はしていない

月に数回程度

年に数回程度

週に数回程度

毎日
（％）

４ 福島県に対するかかわりや愛着
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（単一回答）



②福島県に関する情報収集の方法について、あてはまるものをすべてお選びください。
※4-①の問いに「情報収集はしていない」と答えた方以外が回答

○福島県に関する情報収集の方法をみると、「家族や親族からの情報」（55.5％）が最も多く、「友人・知
人からの情報」（38.3％）、「企業・団体のSNS」（29.5％）が続いた。

55.5

38.3

29.5

24.7

15.0

12.8

8.8

8.8

8.4

8.4

4.4

家族や親族からの情報

友人・知人からの情報

企業・団体のSNS

自治体のSNS

自治体のホームページ

インフルエンサー

電車内広告

自治体が発行する広報誌

アンテナショップ

イベント（特産品即売会・PRやファンミーティング等）

その他

４ 福島県に対するかかわりや愛着
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（複数回答）



③あなたは福島県又は県内市町村にどの程度愛着がありますか。

○福島県又は県内市町村への愛着度をみると、「愛着がある」（「とても愛着がある」「やや愛着がある」の
合計）が70.5％、「どちらともいえない」が10.7％、「愛着がない」（「あまり愛着はない」「愛着はな
い」の合計）が18.8％となった。

31.1

39.5

10.7

10.0
8.8

とても愛着がある

やや愛着がある

どちらともいえない

あまり愛着はない

愛着はない

（％）

４ 福島県に対するかかわりや愛着

16

愛着がある
７０.５％

（単一回答）



④あなたが福島県に愛着を感じる要素について、あてはまるものをすべてお選びください。

○福島県に愛着を感じる要素をみると、「親や親戚がいる」（75.0％）が最も多く、「生まれ育った場所であ
る」（72.6％）、「友人、知人がいる」（50.0％）が続いた。

75.0

72.6

50.0

45.2

37.7

37.5

35.8

22.8

19.0

11.3

8.9

7.7

2.4

0.2

親や親戚がいる

生まれ育った場所である

友人、知人がいる

自然環境が恵まれている

安心して暮らせる

新鮮でおいしい食材や料理がある

落ち着いた雰囲気

持ち家、土地がある

歴史と伝統文化が残っている

地域が復興に前向きに取り組んでいる

日常生活が便利

公園やレジャー施設などの遊ぶ場が多い

生涯学習やスポーツが盛ん

その他

４ 福島県に対するかかわりや愛着

17

（複数回答）



⑤福島県内在住時（学生時代）の生活で福島県への愛着形成につながったと思う機会・経験について、あて
はまるものをすべてお選びください。

○福島県内在住時の生活で福島県への愛着形成につながった機会・経験をみると、「特にない」（36.5％）
が最も多く、「地域の芸術・文化について触れた」（27.4％）、「地域住民とのコミュニケーション」
（26.0％）が続いた。

36.5

27.4

26.0

25.0

21.9

15.6

14.2

6.0

5.3

2.4

1.9

特にない

地域の芸術・文化について触れた

地域住民とのコミュニケーション

地域の歴史について触れた

地域の魅力や課題について知った

地域活動・ボランティアに参加した

復興支援に取り組んだ

地域の企業・事業所について学んだ

地域課題の解決に取り組んだ（復興支援を除く）

その他

地元プロスポーツを応援した

４ 福島県に対するかかわりや愛着

18

（複数回答）


